
お知らせ
　年末年始の組合事務所のお休み

は、12月29日（木）～1月4日（水）

です。

　仕事始めは、1月5日（木）午前

9時からです。

　組合員の皆さん、よろしくお願

いいたします。

　
「
震
災
復
興
支
援
、
組
織
を
増

勢
さ
せ
、
仕
事
・
く
ら
し
・
建

設
国
保
を
守
り
抜
こ
う
」
を
メ

イ
ン
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
掲
げ
た
、

全
建
総
連
第
五
十
二
回
定
期
大

会
が
、
香
川
県
県
民
ホ
ー
ル
（
香

川
県
高
松
市
玉
藻
町
）
で
十
月

十
九
日
（
水
）
～
二
十
一
日
（
金
）

の
三
日
間
開
催
さ
れ
、
五
十
三

県
連
・
組
合
、
千
五
百
六
十
八

名
（
全
建
愛
知
よ
り
二
十
名
）

が
参
加
し
ま
し
た
。

　
は
じ
め
に
、
主
催
者
を
代
表

し
て
、
田
村
中
央
執
行
委
員
長

か
ら
「
こ
の
一
年
を
振
り
返
る

と
、
一
番
大
き
な
出
来
事
は
東

日
本
大
震
災
で
あ
り
ま
す
。
私

た
ち
全
建
総
連
の
多
く
の
仲
間

も
大
き
な
被
害
を
被
り
ま
し

た
。
お
亡
く
な
り
に
な
ら
れ
た

方
々
へ
の
ご
冥
福
と
被
災
さ
れ

た
皆
様
に
心
か
ら
お
見
舞
い
を

申
し
上
げ
ま
す
。
さ
て
、
い
よ

い
よ
予
算
要
求
の
闘
い
の
時
期

に
突
入
し
ま
す
。
全
建
総
連
の

最
大
の
要
求
は
、「
建
設
国
保
の

補
助
金
は
現
行
水
準
を
維
持
し

て
ほ
し
い
」
で
す
。
特
に
力
を

入
れ
て
い
る
の
が
、
住
宅
リ
フ

ォ
ー
ム
助
成
制
度
の
創
設
・
拡

充
、
公
契
約
法
な
り
公
契
約
条

例
の
制
定
で
す
。
ま
た
、
全
国

の
組
合
で
は
秋
の
組
織
拡
大
行

動
が
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。
組

合
の
魅
力
を
大
い
に
語
り
、「
一

人
で
は
な
く
仲
間
と
共
に
行
動

し
よ
う
」
と
呼
び
掛
け
れ
ば
、

必
ず
反
応
を
示
し
て
く
れ
ま

す
。
七
十
万
人
早
期
回
復
の
た

め
、
全
国
の
仲
間
の
結
集
が
大

切
で
す
」
と
、
挨
拶
が
あ
り
定

期
大
会
は
幕
を
開
け
ま
し
た
。

　
来
賓
と
し
て
、
赤
松

広
隆
議
員
（
民
主
党
建

設
労
働
議
員
懇
談
会
会

長
）
は
「
東
日
本
大
震

災
で
、
全
建
総
連
の
支

援
活
動
や
カ
ン
パ
・
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
、
仮
設
木

造
住
宅
建
設
な
ど
の
専

門
分
野
で
復
旧
・
復
興

へ
の
貢
献
に
感
謝
し
ま

す
。
概
算
要
求
で
は
、

国
保
組
合
全
体
で
総
額

三
千
二
百
六
十
四
億
三

千
万
円
と
ほ
ぼ
例
年
並

み
。
但
し
、
政
策
的
経
費
の
分
、

特
別
調
整
補
助
金
や
高
額
医
療

費
共
同
事
業
へ
の
補
助
金
等
に

つ
い
て
は
、
十
％
の
削
減
対
象

に
な
っ
て
い
る
の
で
削
減
を
さ

せ
な
い
よ
う
予
算
編
成
に
向
け

て
取
り
組
み
ま
す
。
建
設
国
保

の
安
定
運
営
に
は
、
国
庫
補
助

が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
今
年
も
予

算
確
保
へ
頑
張
っ
て
い
き
ま

す
」
と
、
挨
拶
し
ま
し
た
。

　
大
会
で
は
本
会
議
・
分
科
会

と
三
日
間
に
及
び
、「
組
織
拡
大

や
賃
金
・
単
価
の
引
き
上
げ
運

恩
温

桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶

動
、
建
設
国
保
育
成
・
強
化
に

向
け
た
取
り
組
み
」
を
中
心
に

活
発
な
討
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
一
・
三
日
目
の
本
会
議
で
は

主
に
、
古
市
書
記
長
・
安
元
財

政
部
長
が
第
五
十
一
年
度
経
過

・
財
政
決
算
の
報
告
を
し
、
参

加
し
た
代
議
員
の
承
認
を
受

け
、
次
に
第
五
十
二
年
度
運
動

方
針
・
一
般
会
計
予
算
・
規
約

改
正
各
案
を
提
案
し
討
議
・
採

択
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
大
会
ス
ロ
ー
ガ
ン
・

大
会
宣
言
が
採
択
さ
れ
、
最
後

に
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー
で
大
会
は

幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

　
な
お
、
二
日
目
に
行
わ
れ
た

十
一
の
分
科
会
の
う
ち
、
第
二

分
科
会
（
労
働
対
策
部
）
で
は
、

上
野
謙
二
労
働
対
策
部
長
（
天

白
支
部
）
が
議
長
を
務
め
ま
し

た
。
　
ま
た
、
功
労
者
表
彰
に
、
新

山
悦
次
さ
ん
（
春
日
井
支
部
／

前
税
金
対
策
部
長
）
が
表
彰
さ

れ
ま
し
た
。

　
主
な
役
員
改
選
で
は
、
中
央

執
行
委
員
長
を
二
期
二
年
務
め

た
田
村
豪
勇
氏
（
建
設
山
口
）

が
退
任
し
、
新
た
に
巻
田
幸
正

中
央
執
行
委
員
長
（
東
京
都
連
）

を
選
出
し
ま
し
た
。
ま
た
、
古

市
良
洋
書
記
長
（
再
任
）
、
大
江

拓
実
書
記
次
長
（
再
任
）・
林
裕

司
書
記
次
長
（
再
任
）
等
が
選

出
さ
れ
ま
し
た
。

　
全
建
愛
知
か
ら
は
、
中
央
執

行
委
員
と
し
て
山
田
正
巳
執
行

委
員
長
（
社
会
保
障
対
策
部
所

属
）・
井
上
大
輔
書
記
長
（
共
済

福
祉
部
所
属
）
、
会
計
監
査
に
片

山
正
和
財
政
部
長
の
三
名
が
選

出
さ
れ
、
新
執
行
部
が
誕
生
し

ま
し
た
。
全
建
総
連
は
、
新
年

度
の
第
五
十
二
期
へ
歩
み
出
し

ま
し
た
。

　
今
後
の
組
合
運
営
に
、
よ
り

一
層
の
ご
理
解
ご
協
力
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。
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加
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加
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加
加
加
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加
加
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3,820名の署名を手渡した
消費税増税反対及び大衆増税反対署名

　10月13
日（木）、役
員１名・書
記局員２名
で谷岡郁子
参議院議員
と安井美沙
子参議院議

員の各事務所に訪問し、3,820名分の消費
税増税反対及び大衆増税に反対する取り組
み署名を直接秘書へ手渡しました。
　要請署名を受け取った西村秘書は「東日
本大震災の時には、大工道具の救援物資の
相談から調達まで、全建愛知さんにはお世
話になりました。現地の生の声に応えるこ
とができ、被災者の方々には喜んでいただ
くことができました。皆さんの声は議員に
必ず伝えます」と、お礼と共に力強いお言
葉をいただきました。
　この要請署名の内容は、大震災での救済・
復興財源として消費税率引き上げが政府で
議論されています。
　これまでの景気の後退に加えて大震災で
の景気後退が危惧される中で、消費税率引
き上げは景気を一層後退させます。また、
消費税は被災者にも増税となります。
　これからも、組合員の生活を守るため消
費税率引き上げと大衆増税反対の要請をし
ていきます。　　【服部税金対策部長　記】

署
名
を
手
渡
す
服
部
税
金
対
策
部
長
（
左
）

全
国
五
十
三
県
連
・
組
合
か
ら
、
千
五
百
六
十
八
名
の
仲
間
が
参
加
し
ま
し
た

功労者表彰を受ける新山悦次さん（右）

分科会議長を務める上野労働対策部長（右）

2011年12月01日

全建総連 第52回定期大全建総連　第52回定期大会会

全国の仲間1,568人が参全国の仲間1,568人が参加加
諸要求実現に向け全力を尽くす

　
労
働
対
策
部
で
は
、
十
一
月

八
日
（
火
）
、
山
田
執
行
委
員
長
、

上
野
労
働
対
策
部
長
以
下
計
七

名
が
出
席
し
、
愛
知
労
働
局
交

渉
を
行
い
ま
し
た
。

　
今
年
度
は
主
に
、
建
設
産
業

の
雇
用
改
善
、
労
災
か
く
し
根

絶
に
向
け
た
対
策
、
ア
ス
ベ
ス

ト
疾
患
や
じ
ん
肺
な
ど
の
職
業

病
対
策
、
実
務
改
善
な
ど
計
八

項
目
に
つ
い
て
要
請
し
ま
し
た
。

　
労
働
局
か
ら
は
、「
建
設
業
の

偽
装
請
負
・
違
法
派
遣
へ
の
指

導
・
監
督
に
つ
い
て
は
重
点
課

題
と
し
て
位
置
づ
け
て
お
り
、

不
適
正
な
も
の
に
つ
い
て
は
改

善
が
図
ら
れ
る
よ
う
、
厳
正
な

指
導
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。
労

災
か
く
し
防
止
の
対
策
に
つ
い

て
も
厳
正
に
対
処
を
行
な
っ
て

い
ま
す
。
事
業
者
団
体
等
へ
の

要
請
や
発
注
者
機
関
へ
の
働
き

か
け
と
い
う
よ
う
な
取
り
組
み

を
通
し
て
、
労
災
か
く
し
の
排

除
に
向
け
た
啓
発
・
指
導
を
行

な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
発
覚

し
た
場
合
は
厳
正
な
措
置
を
行

な
っ
て
い
ま
す
」
な
ど
の
回
答

が
あ
り
ま
し
た
。

　
労
働
局
交
渉
は
、
今
回
で
十

一
回
目
を
迎
え
ま
し
た
。
継
続

し
て
交
渉
を
し
て
い
く
こ
と
で

建
設
産
業
の
問
題
意
識
を
提
起

し
て
い
く
こ
と
も
で
き
る
た

め
、
来
年
度
以
降
も
建
設
産
業

の
労
働
環
境
改
善
に
向
け
て
要

請
を
続
け
て
い
き
ま
す
。

愛
知
労
働
局
交
渉
行
う

仲
間
の
要
求
実
現
と
制
度
改
善
の
た
め

労働対策部
要
請
書
を
手
渡
す
山
田
執
行
委
員
長
（
奥
）

建
設
国
保
の
補
助
金
は

現
行
水
準
を
維
持



　
今
年
度
、
被
保
険
者
四
十
歳

以
上
七
十
五
歳
未
満
の
方
の
受

診
率
六
十
％
を
目
標
と
し
て
い

ま
す
。
前
年
度
の
受
診
率
は
三

十
六
％
で
し
た
。
目
標
が
達
成

で
き
な
い
場
合
、
国
か
ら
の
補

助
金
が
減
額
さ
れ
、
来
年
度
以

降
の
保
険
料
が
引
き
上
げ
ら
れ

る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
保
険

料
の
引
き
上
げ
を
防
ぐ
た
め
に

も
、
年
に
一
度
は
必
ず
健
康
診

断
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

　
組
合
の
健
康
診
断

組
合
の
健
康
診
断
　
　

メ
リ
ッ

　
　
　
　
　
メ
リ
ッ
トト

①
特
定
健
診
に
必
要
な
基
本
項

　
目
の
他
、
大
腸
が
ん
検
診
（
二

　
日
法
）
を
実
施
い
た
し
ま
す
。

　
ま
た
、
労
働
安
全
衛
生
法
に

　
よ
る
必
須
項
目
も
含
ま
れ

　
た
健
診
項
目
を
実
費
負
担
な

　
し
で
受
診
で
き
ま
す
。

②
中
建
国
保
に
加
入
し
て
い
る

　
本
人
と
二
十
歳
以
上
の
家
族

　
被
保
険
者
で
あ
れ
ば
受
診
で

　
き
ま
す
。健

診
項

健
診
項
目目

【
基
本
健
診
項
目
】

■
問
診

　
自
覚
症
状
・

既
往
歴
・

生
活
習
慣

■
理
学
的
検
査

　
視
診
・
触
診
・
打
診
・
聴
診

■
身
体
測
定

　
身
長
・
体
重
・
Ｂ
Ｍ
Ｉ
・
腹
囲

■
血
圧
測
定

■
血
液
検
査

　
中
性
脂
肪
・
H
D
L
コ
レ
ス

　
テ
ロ
ー
ル
・
Ｌ
Ｄ
Ｌ
コ
レ
ス

　
テ
ロ
ー
ル
・
Ｇ
Ｏ
Ｔ
・
Ｇ
Ｐ

　
Ｔ
・
r
|
Ｇ
Ｔ
Ｐ
・
Ｈ
b
Ａ
１
C

■
尿
検
査

　
尿
糖
・
尿
た
ん
ぱ
く

【
労
働
安
全
衛
生
法
の
追
加
項
目
】

　
・
胸
部
直
接
レ
ン
ト
ゲ
ン
撮
影

　
・
視
力
・
聴
力
・
心
電
図

　
・
血
液
検
査
（
R
B
C
・
H
 b
・
H
t
）

【
が
ん
検
診
】

　
大
腸
が
ん
検
診
（
二
日
法
）

適
用
除
外
の

　
適
用
除
外
の
　
　
　
　

従
業
員
に
つ
い

　
　
従
業
員
に
つ
い
てて

　
適
用
除
外
事
業
所
※
1
の
従

業
員
は
労
働
安
全
衛
生
法
に
よ

る
事
業
者
健
診
の
実
施
義
務
が

優
先
す
る
た
め
、
原
則
と
し
て

中
建
国
保
の
「
個
人
に
対
す
る

健
康
診
査
補
助
事
業
」
か
ら
除

外
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
中
建
国
保
は
、
特
定
健
診
の

結
果
デ
ー
タ
を
提
供
し
て
い
た

だ
く
こ
と
で
、
協
力
費
と
し
て

上
限
一
万
円
を
支
払
い
ま
す
。

※
１
　
適
用
除
外
事
業
所
…

　
法
人
の
事
業
所
、
ま
た
は
五

　
人
以
上
の
従
業
員
が
い
る
個

　
人
事
業
所
で
、
健
保
適
用
除

　
外
手
続
き
を
し
て
い
る
事
業
所
。

健
診
方

健
診
方
法法

　
上
記
①
契
約
健
診
機
関
一
覧

表
よ
り
、
健
診
機
関
を
選
択
し
、

ご
自
身
で
健
診
予
約
を
お
願
い

し
ま
す
。

※
必
ず
、
中
建
国
保
の
組
合
員
で

　
あ
る
旨
を
伝
え
て
く
だ
さ
い
。

　
受
診
日
当
日
、
必
ず
窓
口

　
へ
「
健
康
保
険
証
」
を
提
示

　
し
て
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

※
予
約
制
と
な
り
ま
す
の
で
待

　
ち
時
間
が
な
く
、
ス
ム
ー
ズ

　
に
受
診
で
き
ま
す
。

　
右
記
②
集
団
健
康
診
断
日
程

表
よ
り
、
所
属
支
部
に
関
わ
ら

ず
、
ど
こ
の
健
診
会
場
で
も
受

診
し
て
い
た
だ
け
ま
す
。

※
会
場
に
よ
っ
て
は
、
た
い
へ

　
ん
混
雑
す
る
た
め
、
お
待
ち

　
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま

　
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

実
費
負
担
な

実
費
負
担
な
しし

①
契
約
健
診

①
契
約
健
診
機機
関関

待
ち
時
間
な

待
ち
時
間
な
しし

要
予
要
予
約約

予
約
不

予
約
不
要要

②
集
団
健
康
診

②
集
団
健
康
診
断断

実
費
負
担
な

実
費
負
担
な
しし

実
費
負
担
な

実
費
負
担
な
しし

③
巡
回
健
診
サ

③
巡
回
健
診
サ
ーー
ビビ
スス

待
ち
時
間
な

待
ち
時
間
な
しし

要
予
要
予
約約

　
今
ま
で
の
契
約
健
診
機
関
で

の
健
康
診
断
ま
た
は
集
団
健
康

診
断
と
違
い
、
健
診
業
者
が
中

建
国
保
の
組
合
員
の
事
務
所
・

自
宅
ま
で
出
張
し
、
健
康
診
断

を
行
う
「
巡
回
健
診
サ
ー
ビ
ス
」

で
す
。
近
く
に
契
約
健
診
機
関

が
な
い
地
域
の
組
合
員
、
都
合

が
つ
か
ず
集
団
健
康
診
断
に
行

け
な
い
組
合
員
に
お
勧
め
の
健

康
診
断
で
す
。

■
医
療
機
関
名

　
　
あ
お
ば
健
康
サ
ポ
ー
ト
㈱

■
場
所
　
名
古
屋
市
北
区
大
曽
根

　
　
　
　
　
　
　
２
―
５
―
３

■
℡
０
５
２
―
５
０
８
―
７
4
６
１

■
予
約
受
付
　
月
曜
～
金
曜
日

　
午
前
九
時
～
午
後
六
時

■
契
約
内
容
　

　
基
本
健
診
項
目
＋

　
労
働
安
全
衛
生
法
の
追
加
健

　
診
項
目
＋

　
が
ん
検
診
（
他
契
約
機
関
と
同
様
）

①
予
約
方
法
…

　
中
建
国
保
の
組
合
員
で
あ
る

　
旨
を
伝
え
て
い
た
だ
き
、
一

　
ヵ
月
前
ま
で
に
ご
予
約
・
ご

　
相
談
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

②
実
施
の
条
件
…

　
・
中
建
国
保
の
組
合
員
と
ご
家

　
　
族
の
方
で
、
二
十
名
以
上
お

　
　
集
ま
り
い
た
だ
け
る
こ
と
。

　
・
健
診
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
事

　
　
務
室
を
お
貸
し
い
た
だ
け

　
　
る
こ
と
。
ま
た
、
健
診
ス
ペ

　
　
ー
ス
が
都
合
が
つ
か
な
い

　
　
場
合
は
、
予
約
時
に
ご
相
談

　
　
い
た
だ
け
れ
ば
、
あ
お
ば
健

　
　
康
サ
ポ
ー
ト
㈱
に
て
お
近

　
　
く
の
施
設
を
確
保
し
ま
す
。

　
・
レ
ン
ト
ゲ
ン
車
等
を
止
め

　
　
ら
れ
る
駐
車
ス
ペ
ー
ス
を

　
　
確
保
し
て
い
た
だ
け
る
こ
と
。

  レレ
ン
ト
ゲ
ン
車
・

ン
ト
ゲ
ン
車
・
　
　

心
電
図
車
の
サ
イ

　
  心
電
図
車
の
サ
イ
ズズ

A
…
長
6
9
9
×
幅
2
9
9
×

　
　
高
3
0
4
（
㎝
）

　
　
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
車

B
…
長
6
8
6
×
幅
2
0
2
×

　
　
高
2
5
7
（
㎝
）

　
　
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
車

C
…
長
5
3
8
×
幅
1
6
9
×

　
　
高
2
3
8
（
㎝
）

　
　
心
電
図
車
（
人
員
運
搬
も

　
　
兼
ね
る
）

※
右
記
車
両
が
巡
回
健
診
に
向

　
か
い
ま
す
。

　
具
体
的
に
は
、（
A
か
B
の
ど

　
ち
ら
か
一
台
）
と
（
C
）
の

　
計
二
台
が
向
か
う
予
定
で
す
。

④④
  ①
②
③
以

①
②
③
以
外外
でで

　
  受
診
す
る
場

受
診
す
る
場
合合

　
①
契
約
健
診
機
関
②
集
団
健

康
診
断
③
巡
回
健
診
サ
ー
ビ
ス

以
外
で
、
受
診
を
希
望
す
る
場

合
、
中
建
国
保
の
規
定
の
条
件

（
受
診
者
資
格
・
健
診
項
目
）

を
満
た
し
て
い
な
い
と
補
助
が

受
け
ら
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま

す
。
　
必
ず
、
健
診
を
受
け
る
前
に

組
合
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
受

診
方
法
な
ど
を
ご
案
内
い
た
し

ま
す
。

【
補
助
金
額
】

　
基
本
健
診
項
目
・
胸
部
レ
ン

ト
ゲ
ン
・
が
ん
検
診
を
含
ん
だ

健
診
を
受
診
さ
れ
た
場
合
、
上

限
一
万
円
ま
で
補
助
し
ま
す
。

注
意
事

注
意
事
項項

・
健
診
補
助
は
年
度
内
一
回
に

　
な
り
ま
す
。
①
・
②
・
③
・

　
④
の
い
ず
れ
か
に
対
し
補
助

　
し
ま
す
。

・
食
事
は
、
前
日
の
午
後
九
時

　
ま
で
に
お
済
ま
せ
い
た
だ

　
き
、
当
日
、
健
診
終
了
ま
で

　
水
以
外
の
摂
取
は
お
や
め
く

　
だ
さ
い
。
牛
乳
・
ス
ポ
ー
ツ

　
ド
リ
ン
ク
・
清
涼
飲
料
水
・

　
ガ
ム
・
飴
な
ど
も
検
査
数
値

　
に
影
響
を
与
え
ま
す
。

　
  健
康
診
断
の

健
康
診
断
の
　
　
　

受
診
資
格

　
　
　
　
  受
診
資
格
 

　
「
中
建
国
保
に
加
入
し
て
い

る
本
人
と
二
十
歳
以
上
の
家
族

被
保
険
者
」
に
限
り
ま
す
。

　
但
し
、
二
十
歳
未
満
の
家
族

被
保
険
者
の
方
が
受
診
希
望
の

場
合
は
、
実
費
負
担
（
一
万
円
）

で
受
診
い
た
だ
け
ま
す
。

※
中
建
国
保
未
加
入
の
組
合
員

　
お
よ
び
組
合
員
外
は
受
診
で

　
き
ま
せ
ん
。

※
中
建
国
保
に
未
加
入
の
組
合

　
員
は
加
入
し
て
い
る
医
療
保

　
険
者
（
市
町
村
・
社
会
保
険

　
等
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

　
さ
い
。

①　契約健診機関一覧表
予約受付時間電話番号所在地契約健診機関名

月～金曜日8:50～17:00

　  土曜日8:50～正　午
052-821-0090

名古屋市南区千竈通7-16-1名古屋セントラルクリニック

名古屋市中村区那古野1-47-1
国際センタービル10F

国際セントラルクリニック

名古屋市中村区名駅3-26-13
名古屋駅前S.I.Aビル12F

テルミナセントラルクリニック

愛知郡東郷町大字春木字白土1-1884和合セントラルクリニック
月曜日～金曜日
9:00～16:30052-741-9211名古屋市千種区今池1-8-4オリエンタル労働衛生協会

月～金曜日9:00～17:00
土曜日（第一土曜以外）9:00～13:000533-67-0101蒲郡市拾石町前浜40-10オリエンタル蒲郡健診センター

火曜日～土曜日
9:00～17:000566-75-7515安城市相生町14-14三河安城クリニック

月～金曜日9:00～11:30
担当　中村052-486-6875名古屋市中村区道下町2-26ライフ健康クリニック

月～金曜日8:30～17:00
　   土曜日8:30～11:300561-82-6194瀬戸市共栄通1-48瀬戸健康管理センター

月～金曜日8:30～17:00
 　  土曜日8:30～11:000120-489-545岡崎市竜美西1-9-1岡崎市医師会公衆衛生センター

月～金曜日9:00～17:00
       土曜日9:00～11:000564-24-2217岡崎市中岡崎町1-10宇野病院健診センター

月曜日～金曜日
9:00～17:00

0567-28-5151
（内線3111）津島市橘町3-73津島市民病院健康管理センター

月～金曜日9:00～17:30
       土曜日9:00～12:300569-27-7887半田市神田町1-1半田市医師会健康管理センター

月～金曜日10:00～17:00
      土曜日10:00～14:000565-57-3366豊田市駒新町金山1-12中野胃腸病院 健診センターなかの

月～金曜日8:30～17:30
       土曜日8:30～12:300532-61-3000豊橋市吾妻町137光生会病院 総合健診センター

火曜日～土曜日
8:30～16:00052-737-6500

名古屋市中区栄2-1-1
日土地名古屋ビル３Ｆ

エルズメディケア名古屋
（女性専用）

月曜日～土曜日
8:30～17:000586-63-3200一宮市小信中島字郷中104泰玄会西病院

月～金曜日8:00～18:00
       土曜日8:00～17:000562-93-8222豊明市沓掛町石畑180-1中京サテライトクリニック

月～金曜日11:00～17:00
      土曜日11:00～14:00052-611-8680名古屋市南区白水町8だいどうクリニック

【年度内随時】

※エルズメディケア名古屋は、女性専用の健康診断施設になります。ご注意ください。
※受診希望日の2週間前までに、「契約健診施設」へ直接電話予約をしてください。

※契約健診機関で受診され、アスベスト読影をご希望される方は、レントゲンフィルムを組合までご提出ください。

※集団健康診断を受診される方は、必ず会場へ「健康保険証」をご持
　参ください。また、事前予約の必要はございません。
※受診者の方々が多く、会場がたいへん混雑する場合があります。　　
　所属支部に関わらず、どこの健診会場でも受診していただけます。

会場所在地会場名受付時間曜日月

豊橋市アイプラザ豊橋
9:30～11:30日４

12 津島市津島商工会議所

瀬戸市瀬戸健康管理センター9:30～11:30日11

②　集団健康診断日程表

健
康
診
断
を
受
け
よ

健
康
診
断
を
受
け
よ
うう

中
建
国
保
未
加
入
の
組
合
員
及

中
建
国
保
未
加
入
の
組
合
員
及
びび

組
合
員
外
は
受
診
で
き
ま

組
合
員
外
は
受
診
で
き
ま
せせ
んん

集団健康診集団健康診断断
　   開催開催中中

襖
鴬

横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横

　毎年流行するインフルエンザは、罹患する
と重症化し、健康を著しく損ねるばかりか医
療費の増加にもつながります。
　また、その有効な予防法であるワクチン接
種は自費診療であるため、接種を受ける方の
経済的負担も大きくなります。
　そこで、中建国保ではインフルエンザの予
防接種に対し、補助金を支給します。
　この機会にインフルエンザの感染予防に向
けて、是非お役立てください。

予防
対策
を万
全に

襖 鴬横横横横横横横横横横横横横横横横

※問合　健康保険課までご連絡ください。

【補助対象者】
　接種時点で中建国保の資格のある組合員・家族

【補助対象となる接種の時期】
　平成23年４月１日～平成24年３月31日

【補助金額】
　1,000円（補助対象者１人当たり年度内１回）

【必要書類】
①インフルエンザ予防接種補助金申請書
　申請書は平成23年度中建国保の便利帳84
　頁以降に添付。また、中建国保ＨＰからダ
　ウンロードできます。
②下記の条件を満たす書類
　・インフルエンザ予防接種を受けたことが
　　確認できるもの
　・接種日、接種を受けた方、医療機関名が
　　確認できるもの
例／領収書の原本、接種証明の写し、母子手
　　帳の表紙及び予防接種の記録欄の写し等

【支給方法】
　補助金は、申請月の翌月末にろうきん口座
　に振り込みます。

インフルエンザ予防接種補助金制度
予防接種を受けよう



一
斉
投
函
す
る
大
き
な
ハ
ガ
キ
の
山

　
十
月
～
十
一
月
、
組
合
員
と

ご
家
族
の
方
々
に
ハ
ガ
キ
要
請

行
動
を
お
願
い
し
た
結
果
、
二

万
三
千
五
百
三
十
九
枚
の
ハ
ガ

キ
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　
　
（
十
一
月
二
十
四
日
現
在
）

　
手
書
き
の
文
字
一
文
字
一
文

ハ
ガ
キ
要
請
行
動

　
国
保
組
合
の
特
別
助
成
を
確

保
し
、
制
度
を
育
成
・
強
化
し

て
い
く
た
め
に
は
、
地
元
国
会

議
員
要
請
行
動
・
ハ
ガ
キ
要
請

行
動
の
運
動
は
、
必
要
不
可
欠

で
す
。
　

二
〇
一
二
年
度
 概
算
要
求

　
国
保
組
合
に
対
す
る
補
助
金

の
概
算
要
求
の
総
額
は
三
千
二

百
六
十
四
億
三
千
万
円
で
、
前

年
度
よ
り
十
三
億
円
増
と
な
っ

て
い
ま
す
。
　

現
行
補
助
水
準
確
保

　
高
齢
者
医
療
制
度
の
改
正
等

と
共
に
、
事
業
仕
分
け
で
の
指

摘
に
基
づ
い
た
「
国
保
法
改
正

案
」
が
国
会
に
提
出
さ
れ
、
国

保
組
合
の
補
助
制
度
の
大
幅
な

見
直
し
が
行
わ
れ
る
予
定
で
し

た
が
、
東
日
本
大
震
災
や
ね
じ

れ
国
会
の
影
響
等
に
よ
り
改
正

案
は
提
出
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
国
保
法
改
正
案
は
、
二
〇
一

一
年
一
月
以
降
の
通
常
国
会

で
、
社
会
保
障
と
税
の
一
本
改

革
の
論
議
を
ふ
ま
え
た
法
案
と

共
に
順
次
提
出
さ
れ
る
見
込
み

で
す
が
、
そ
の
見
通
し
が
不
透

明
な
こ
と
か
ら
、
法
改
正
に
よ

る
影
響
を
見
込
ま
ず
に
今
回
の

概
算
要
求
は
な
さ
れ
ま
し
た
。

　
定
率
補
助
等
の
見
直
し
を
見

込
ま
な
い
概
算
要
求
と
な
っ
た

こ
と
は
、
夏
以
降
に
取
り
組
ん

で
き
た
、
ハ
ガ
キ
要
請
行
動
・

地
元
国
会
議
員
要
請
行
動
・
中

央
行
動
等
に
よ
り
私
た
ち
の
国

保
組
合
へ
の
現
行
水
準
確
保
を

目
指
し
た
運
動
の
成
果
で
す
。

　
し
か
し
、
増
額
で
の
概
算
要

求
と
な
っ
た
も
の
の
、
年
末
の

予
算
編
成
に
向
け
、
定
率
や
調

整
補
助
金
、
特
定
健
診
・
保
健

指
導
補
助
金
等
に
対
す
る
厳
し

い
切
込
み
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　
全
建
総
連
で
は
、
建
設
国
保

に
対
す
る
「
現
行
補
助
水
準
確

保
」
を
訴
え
、
政
府
予
算
の
確

定
す
る
年
末
ギ
リ
ギ
リ
ま
で
全

力
で
予
算
要
求
運
動
を
取
り
組

ま
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

ご
奮
闘
に
敬
意
を
表
し
ま
す

字
に
は
、「
建
設
国
保
は
命
と
健

康
を
守
る
大
切
な
制
度
で
す
。

私
た
ち
の
建
設
国
保
へ
の
補
助

金
は
現
行
水
準
を
確
保
し
て
く

だ
さ
い
」
と
の
、
切
実
な
思
い

が
強
く
込
め
ら
れ
て
い
る
こ
と

が
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

　
な
お
、
皆
さ
ん
か
ら
寄
せ
ら

れ
た
ハ
ガ
キ
は
、
十
一
月
二
十

四
日
～
三
十
日
に
集
中
投
函
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
皆
さ
ん
の
ご
奮
闘
に
敬
意
を

表
し
ま
す
。

◎
二
〇
一
二
年
度
の
国
保
組
合

　
に
対
す
る
特
別
助
成
額
は
、

　
決
定
次
第
ご
連
絡
い
た
し
ま

　
す
。

揮
机

寄
寄
寄
寄
寄
寄
寄
寄
寄
寄
寄
寄
寄
寄
寄
寄
寄
寄
寄
寄
寄
寄
寄
寄
寄
寄
寄
寄
寄
寄
寄
寄
寄
寄
寄
寄
寄
寄
寄
寄
寄

 　
中
建
国
保
で
は
、
被
保
険
者

の
健
康
増
進
の
た
め
の
保
健
事

業
と
し
て
「
健
康
家
庭
祝
金
支

給
事
業
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
事
業
の
概
要
は
、
原
則
と
し

て
健
康
保
険
証
を
使
用
す
る
こ

と
な
く
、
健
康
に
一
年
間
を
過

ご
し
た
世
帯
に
対
し
て
、
健
康

家
庭
祝
金
を
支
給
し
て
そ
の
健

康
を
祝
福
す
る
と
と
も
に
、
被

保
険
者
が
健
康
の
保
持
増
進
に

努
め
る
意
識
の
高
揚
に
寄
与
す

る
も
の
で
す
。

　
健
康
家
庭
祝
金
は
、
組
合
員

の
一
時
所
得
と
し
て
、
課
税
対

象
と
な
り
ま
す
。

・
対
象
期
間

　
　
平
成
二
十
二
年
四
月
一
日
～

　
　
平
成
二
十
三
年
三
月
三
十
一
日

・
支
給
金
額

　
　
平
成
二
十
三
年
三
月
時
点

　
　
で
の
保
険
料
種
別
に
応
じ

　
　
た
、
下
記
の
金
額
で
す
。

十
二
月
十
五
日
、
祝
金
を
支
給

健
康
家
庭
表
彰
受
賞
者
の
皆
様
へ

　
　
第
一
種
…
二
万
五
千
円

　
　
第
二
種
…
二
万
円

　
　
第
三
種
…
一
万
五
千
円

　
　
第
四
～
六
種
…
一
万
円

・
入
金
日
等

　
　
原
則
と
し
て
、
十
二
月
十

　
　
五
日
に
組
合
員
の
、
ろ
う

　
　
き
ん
口
座
に
振
り
込
み
ま

　
　
す
。

関
陥

貫
貫
貫
貫
貫
貫
貫
貫
貫
貫
貫
貫
貫
貫
貫
貫
貫
貫
貫
貫
貫
貫
貫
貫
貫
貫
貫
貫
貫
貫
貫
貫
貫
貫
貫
貫
貫
貫
貫
貫
貫

姥
厩

嘘
嘘
嘘
嘘
嘘
嘘
嘘
嘘
嘘
嘘
嘘
嘘
嘘
嘘
嘘
嘘
嘘
嘘
嘘
嘘
嘘
嘘
嘘
嘘
嘘
嘘
嘘
嘘
嘘
嘘
嘘
嘘
嘘
嘘
嘘
嘘
嘘
嘘
嘘
嘘
嘘
嘘
嘘

へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
払
込
証
明
書
を
発
行
し
、
組

合
員
本
人
の
ご
自
宅
へ
郵
送
い

た
し
ま
す
。

　
但
し
、
事
業
所
や
親
方
さ
ん

が
ま
と
め
て
引
落
し
さ
れ
て
い

　
税
金
の
申
告
で
健
康
保
険
料

等
は
、
社
会
保
険
料
控
除
の
対

象
で
す
。

　
中
建
国
保
（
組
合
の
健
康
保

険
）
に
ご
加
入
の
方
で
、
払
込

証
明
書
が
必
要
な
方
は
、
組
合

る
場
合
は
、
事
業
所
ま
た
は
親

方
さ
ん
へ
郵
送
し
ま
す
。

　
な
お
、
ご
連
絡
の
な
い
方
に

は
払
込
証
明
書
の
発
行
は
い
た

し
ま
せ
ん
。

　
払
込
証
明
書
は
到
着
ま
で
に

休
業
日
を
除
き
、
お
お
む
ね
一
～

二
日
か
か
り
ま
す
。
あ
ら
か
じ

め
余
裕
を
も
っ
て
お
申
込
み
く

だ
さ
い
。

※
フ
ァ
ッ
ク
ス
・
電
話
に
よ
る

　
ご
回
答
は
個
人
情
報
保
護
の

　
た
め
、
差
し
控
え
さ
せ
て
い

　
た
だ
き
ま
す
。

　
ま
た
、
毎
年
行
っ
て
い
ま
す
、

組
合
の
税
金
申
告
学
習
会
へ
参

加
さ
れ
る
方
（
組
合
で
申
告
さ

れ
る
方
）
は
、
払
込
証
明
書
は

必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

　
払
込
証
明
書
の
発
行
の
お
問

い
合
わ
せ
は
、
組
合
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

曳 栄叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡

曳
栄

叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡

減免額被害区分

保険料３ヵ月分
全焼または

全壊及び全部冠水

保険料２ヵ月分
半焼または半壊、
床上1ｍ以上の冠水

保険料１ヵ月分床上1ｍ未満の冠水

被害区分による減免額

災害時による保険料減免制度
もしもの時も、ご安心ください

健康保険料の減免を受けるときは、
　①保険料徴収減免申請書
　②減免の理由を証明する書類
　　（地方自治体からの罹災証明書
　　  新聞記事等）が必要です。
　その他、組合では組合共済より住
宅災害見舞金の支給制度もあります。

問合　健康保険課の中西までご連絡ください。

　中建国保では、震災・風水害・落
雷・火災等の災害により、組合員の
自宅等が被害を受け、生活が著しく
困難になった時、３ヵ月分の範囲内
で健康保険料を減免する制度があり
ます。
　減免される額は、災害の被害状況
によって異なります。
　被害区分による減免額の取り扱い
は、下表をご覧ください。

中建国保

皆さんに書いていただいた中の１枚

◎日時　12月18日（日）
　　　　午前10時～

◎会場　全建愛知会館

※お電話でのご予約が必要です

　  ／0120-154-931

　 ／050-3785-1684

今月の新加入説明会

（イコーヨ クミアイ）

労
働
対
策
部

気
づ
い
た
ら

　１月６日（金）午後5時～午

後6時、全建愛知会館で旗開き

を開催します。

　旗開きに参加ご希望の方は、

１月５日（木）正午までに総務

課までご連絡ください。組合事

務所は、12月29日（木）～1

月４日（水）までお休みです。

旗開きのご案内
　今月の組合費等の自動引落

日は27日（火）です。26日

（月）までに、預金残高をご

確認ください。　

　尚、引落不能

の場合は、右表

のとおり翌月に

延滞金が加算さ

れます。

自動引落のお知らせ

１ヶ月    300円

2ヶ月    800円

3ヶ月 1,800円

そ
の
場
で
改
善

事
故
防
止

健
康
保
険
料
等
払
込
証
明
書
の
発
送

お
申
込
は
、
お
早
め
に

冬
の
ハ
ガ
キ
要
請
行

冬
の
ハ
ガ
キ
要
請
行
動動

二
万
三
千
五
百
三
十
九
枚
の
ハ
ガ
キ
集
ま

二
万
三
千
五
百
三
十
九
枚
の
ハ
ガ
キ
集
ま
るる

民主党 衆議院議員／組合推薦 シリーズ／パート⑲

皆さん、こんにちは。
私、衆議院議員 岡本みつのりです。
　皆様お久しぶり
です。

　今回は私の東京での仕事を一
部ご紹介したいと考えていま
す。
　厚生労働省の仕事と聞くと、
どうしても医療・介護や年金ま
たハローワークなどを思い浮か
べがちですが、重要な仕事に旧
日本兵の遺骨の収容というのが
あります。先の大戦での戦没者
概数は240万人、遺骨送還概数
126万６千人、残存遺骨概数
113万４千人です。
　９月まで厚生労働大臣政務官でしたので、この収容事
業を円滑に行うべく、外国政府との交渉や実際に遺族会
の皆さんが収容してこられた遺骨を身元が分かれば御遺
族にお返しし、不明な場合は千鳥が淵の戦没者墓苑に納
めることをしていました。その中でも硫黄島やシベリア
など実際に私が赴いた地の写真も載せています。
　とりわけ印象深いのが硫黄島です。硫黄島は現在自衛
隊員の駐在以外住民はいません。週に2回、本土から自
衛隊の輸送機が来る以外は隔絶されていて、テレビもな
いインターネットもない携帯すら通じない南の島で、そ
の名の通り、硫黄が噴出していました。
　ここは2万人を超える日本兵が戦死した島でありなが
ら、昭和40年代に日本に返還されて以降、収容できた御
遺骨は毎年50柱前後でした。これでは申し訳ないと考
え、ワシントンの米国公文書館に実際に私が調査に行く
などして、日本兵の埋まっている場所を特定し、昨年は
合計で818柱の御遺骨を収容することができました。
　厚生労働省の仕事は多岐にわたります。
　今回はその一端をお話しました。また機会があれば東
京での仕事をご紹介したいと考えています。
　　　　　　　　　　【衆議院議員　岡本みつのり　記】

岡本みつのり

第９区／愛西市、一宮市（旧尾西市）、稲沢市、津島市、弥富市、あま市、海部郡

硫黄島で公務をする岡本議員（右）
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組織拡大強化月間／9月～11月

― 13,000人の組合目指して ―

組　織　部

　10月20日（木）昭和支

部は、組織拡大を行いまし

た。

　朝10時川原神社境内に

７名の役員が集まり、２台

の車に分乗し東西に分かれ

てそれぞれ出発しました。

　回って見ると、新築工事

は少なく、塗装工事の多い

のに気づきました。

　ある現場でパンフレット

を渡しながら、「全建愛知

です。話を聞いて下さい」

と云うと、お仕事中にも関わらず真剣

に耳を傾けて下さいました。又、ある

現場では、「検討してみます」とか「友

人にも話してあげるよ」などの返事が

返って来ました。

　その人達の大半は、名古屋市以外で

したが、組合の事を１人でも多く知っ

てもらおうと回った件数は70～80件

になりました。

　そのすべての人にパンフレットを

渡す事ができ、これからも昭和支部は組織拡大にがんばってまいりま

す。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【佐藤詔子通信員】
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前前前前前前前前前前前前前前前前前前前前向向向向向向向向向向向向向向向向向向向向ききききききききききききききききききききなななななななななななななななななななな回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答をををををををををををををををををををを得得得得得得得得得得得得得得得得得得得得るるるるるるるるるるるるるるるるるるるるここここここここここここここここここここ前向きな回答を得ることととととととととととととととととととととががががががががががががががががががががででででででででででででででででででででききききききききききききききききききききたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたができた
昭和支部／組織拡大行動 １０月20日

現
場
を
訪
問
し
話
し
か
け
る
役
員
（
右
）

女
性
役
員
も
大
活
躍

　10月23日（日）東

海支部で、組織拡大行

動を行いました。

　当日は、天気もよく

支部役員６名・車３台

にわかれ新築や改築

などの現場をまわり

ました。

　建築中の現場を見

つけ仕事中の職人さ

んは、全建愛知の説明

のため、手を休めて熱心に聞いてもらえました。

　「パンフレット」グッズ等、タオルなども気持ちよく受け取ってく

れました。

　中には、仕事が忙しく無

視される職人さんもいまし

たが、資料を渡すと受け取

って「考えとくわ」の声も

ありました。又、組合員さ

ん宅へパンフレット等渡し

未加入者の職人さんの紹介

をお願いしてきました。

　これからも支部一同で、

組合員さんを増やすことをアピールしていきたいです。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【神田勉通信員】
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東海支部／組織拡大行動 １０月23日

現
場
の
職
人
へ
説
明
を
す
る
役
員
（
左
）

組
合
員
宅
へ
訪
問
す
る
宮
上
支
部
長
（
右
）

　10月30日（日）守山
支部は、守山生涯学習セ
ンターまつりに初めて
参加し拡大行動を行い
ました。
　今回は丸太切りと木
工作・鍋敷きの製作指導
をしました。
　パンダ、牛、ペンギン
の型の木の上に粘土で
作った目や口などの模
様を置きバーナーで表面を焼く
と粘土の所だけ木の面が残り、バ
ラエティ豊かな表情の作品に仕
上がるのです。子供たちは思い思
いにデザインし、夢中になって作
っていました。途中から雨が降り
出してしまいましたが、年配の方
も多数参加され、列が途切れる事
がない程好評でした。
　主婦の会の方も全建愛知のビラの入ったティッシュと手作りの楊枝
入れを配り、来場者にアピールしました。皆さんお疲れさまでした。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【北原康博通信員】
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守山支部／組織拡大行動 10月30日

真
剣
な
眼
差
し
の
女
の
子

上
手
に
出
来
る
か
な

　10月15日（土）小雨が降る

悪天候の中、千種支部・東支部

の組織拡大行動が行われまし

た。

　朝９時半過ぎより、全建愛知

東支部のメンバー５名が集ま

り、１人でも多くの未加入者の

職人さんに組合制度をアピール

できるように全員で意思統一を

した後、碁盤の目のように工務

店や建設現場を探しに回りまし

た。

　８件の工務店に組合の説明を

することができました。また、

その中、１件建設現場を見付け、

そこで作業する若い職人さんは

仕事中にも関わらず快く話を聞いてくれ、組合の手厚い共済制度に関

心があるようでした。

　残念ながら、他の健康保険など入っているとの事でしたが、パンフ

レットは受け取っていただけました。

　今後も、役員一同気持ちを新たにし組織拡大のため、粘り強く推進

運動に努力していきます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【赤塚収古通信員】
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千種支部・東支部／組織拡大行動 10月15日

組
合
の
説
明
を
す
る
役
員
（
左
）
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緑支部／住宅デー

丸太切りに奮闘

　
十
月
二
十
二
日
（
土
）
、

緑
区
民
ま
つ
り
大
高
緑
地

公
園
に
て
「
住
宅
デ
ー
」

と
称
し
て
 「
親
子
で
ス
パ

イ
ス
ラ
ッ
ク
作
り
」
・
「
檜

の
丸
太
切
り
」
、
主
婦
の
会

で
は
 「
折
り
鶴
（
世
界
平

和
を
願
う
献
納
折
り
鶴
）
」

を
行
い
ま
し
た
。

　
二
十
一
日
の
夜
か
ら

明
け
方
ま
で
大
荒
れ
の

空
模
様
で
し
た
が
、
参

加
者
皆
さ
ん
の
日
頃
の

行
い
が
よ
く
、
午
前
六

時
五
十
九
分
の
東
海
ラ

ジ
オ
か
ら
予
定
通
り
開

催
と
の
放
送
で
し
た
。

　
限
定
三
十
個
の
ス
パ

イ
ス
ラ
ッ
ク
も
丁

寧
に
そ
れ
ぞ
れ
の

力
作
に
仕
上
が
り

笑
み
を
浮
か
べ
る

親
子
。

　
丸

太

切
り
で

は
 ア
ロ
マ
テ
ラ

ピ
ー
と
し
て
檜
の

心
安
ら
ぐ
薫
り
と

共
に
 鍋
敷
き
や

玄
関
の
鉢
植
え
の

台
に
と
持
ち
帰
っ

て
頂
き
ま
し
た
。

　
収
益
は
例
年
通
り
緑
区

社
会
福
祉
協
議
会
へ
全
額

寄
付
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　
　
　
【
小
川
眞
弘
　
記
】

金づちを使う男の子

よいしょ・よいしょ

　
西
支
部
は
、
十
月
二
十
三
日

（
日
）
に
西
区
民
ま
つ
り
と
の

共
催
で
「
住
宅
デ
ー
と
組
織
拡

大
行
動
」
を
行
い
ま
し
た
。

　
前
日
の
二
十
二
日
（
土
）
に

役
員
が
二
組
に
分
か
れ
て
、
鈴

起
建
設
と
高
橋
建
具
と
の
作
業

場
で
材
料
の
用
意
を
行
い
ま
し

た
。
　
こ
の
日
は
雨
降
り
で
、
天
気

予
報
で
は
、
二
十
三
日
も
午
前

中
は
雨
が
残
る
よ
う
な
予
報
が

出
て
い
ま
し
た
。

　
当
日
に
な
る
と
天
気
も
良
く
な

り
、
大
勢
の
人
が
来
場
し
て
「
ま
な

板
コ
ー
ナ
ー
」
に
は
、
開
始
時
間
の

前
か
ら
奥
様
達
が
集
ま
り
、
好
み
の

大
き
さ
の
ま
な
板
を
手
に
取
り
、
な

か
に
は
「
娘
た
ち
に
頼
ま
れ
た
」
と

言
っ
て
四
枚
も
の
ま
な
板
を
持
っ
て

帰
る
人
も
い
て
、
百
五
十
枚
程
用
意

し
た
ま
な
板
が
午
前
中
に
す
べ
て
無

く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
片
方
の
「
木
工
コ
ー
ナ
ー
」
で
も
、

子
供
た
ち
ば
か
り
で
は
な
く
大
人
も

「
動
物
の
顔
の
飾
物
」
や
「
テ
ィ
ッ

シ
ュ
ボ
ッ
ク
ス
」
そ
し
て
「
小
さ
な

ス
ノ
コ
」
を
組
合
員
に
教
え
て
も
ら

っ
て
作
っ
て
、
笑
顔
で
持
っ
て
帰
り

ま
し
た
。

　
こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
場
所
が
狭
く

前日から材料の準備をする役員

大
盛
況
。
西
支
部
の
ブ
ー
ス

て
、
作
り
た
い
人
が
大
勢
あ

り
時
に
は
待
っ
て
い
る
人
も

あ
っ
た
た
め
に
、
手
助
け
を

す
る
組
合
員
達
は
昼
食
を
摂

る
時
間
も
な
い
状
態
で
し

た
。
こ
こ
も
午
後
一
時
頃
に

は
材
料
が
全
て
な
く
な
り
、

ま
だ
作
り
た
い
人
が
居
ま
し

た
が
終
了
し
ま
し
た
。

　
両
コ
ー
ナ
ー
と
も
に
品
物

を
販
売
す
る
の
で
は
な
く

て
、
寄
付
を
し
て
も
ら
う
方

法
で
「
七
万
円
以
上
の
寄
付

金
」
が
集
ま
っ
た
の
で
、
そ

の
ほ
と
ん
ど
を
そ
の
場
で
福

祉
団
体
へ
寄
付
を
し
ま
し

た
。
　
　

　
　
　
　
【
青
木
繁
通
信
員
】

西支部／住宅デー

大賑わい
西支部のブース

　
十
月
三
十
日
（
日
）
津
島

支
部
は
、
健
康
体
力
づ
く
り

で
静
岡
県
掛
川
市
に
あ
る
ヤ

マ
ハ
リ
ゾ
ー
ト
つ
ま
恋
に
七

た
。
　
広
い
園
内
を
使
い
ウ
ォ
ー
ク

ラ
リ
ー
と
ク
イ
ズ
が
合
体
し
た

ラ
リ
ー
ゲ
ー
ム
で
、
五
名
程
の

チ
ー
ム
に
分
か
れ
て
ヒ
ン
ト
を

頼
り
に
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
を

探
し
当
て
、
時
間
内
に
い
く
つ

ク
リ
ア
出
来
る
か
を
競
い
ま

す
。
各
ポ
イ
ン
ト
に
は
難
問
・

珍
問
が
あ
り
、
頭
脳
と
体
力
を

使
う
楽
し
い
ゲ
ー
ム
で
す
。

　
ゲ
ー
ム
開
始
早
々
に
雨
が
降

り
だ
し
ま
し
た
が
、
み
ん
な
頑

張
っ
て
歩
き
周
り
ま
し
た
。

　
ゲ
ー
ム
終
了
後
は
表
彰
式
、

そ
し
て
楽
し
み
に
し
て
い
た
ラ

ン
チ
バ
イ
キ
ン
グ
で
す
。

　
た
く
さ
ん
の
料
理
と
お
酒
で

み
ん
な
大
満
足
の
一
日
で
し

た
。
　
　
　
　
【
佐
藤
伸
吾
通
信
員
】

十
一
名
で
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　
去
年
も
こ
こ
に
来
て
別
の
ゲ

ー
ム
を
楽
し
み
ま
し
た
が
、
今

年
は
ス
カ
ベ
ン
チ
ャ
ー
ラ
リ
ー

と
い
う
ゲ
ー
ム
を
や
り
ま
し

津
島
支
部
／
健
康
体
力
づ
く
り

皆さんウォーキングとクイズを楽しんでいます

頭
脳
と
体
力
 楽
し
か
っ
た

運動の後の食事は最高

　
十
月
二
十
三
日
（
日
）
、
瑞

穂
支
部
恒
例
の
秋
季
支
部
レ
ク

を
し
ま
し
た
。

　
今
回
の
レ
ク
は
、
趣
向
を
変

し
た
。

　
こ
ん
な
に
も
吉
本
が
好
評
と

は
思
わ
ず
、
今
後
の
課
題
に
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

　
新
喜
劇
は
テ
レ
ビ
で
よ
く
見

る
、
西
川
き
よ
し
、
オ
ー
ル
阪

神
巨
人
な
ど
多
く
の
芸
人
が
出

演
し
ま
し
た
。

　
皆
さ
ん
大
い
に
、
腹
か
ら
笑

っ
た
と
大
好
評
で
し
た
。

　
帰
り
の
バ
ス
の
中
で
は
ビ
ン

ゴ
ゲ
ー
ム
で
親
子
共
々
実
に
楽

し
そ
う
に
も
り
上
が
っ
て
い
ま

し
た
。

　
ゲ
ー
ム
も
終
り
、
今
日
の
感

想
を
聞
い
て
み
る
と
、
昼
食
の

「
千
房
」
と
言
う
お
店
の
お
好

み
焼
き
は
美
味
し
か
っ
た
。
と

か
、
吉
本
新
喜
劇
は
、
や
は
り

テ
レ
ビ
で
見
る
よ
り
本
物
を
見

た
方
が
本
当
に
楽
し
か
っ
た
と

喜
ん
で
く
れ
ま
し
た
。

　
　
　
【
戸
ヶ
里
勝
義
通
信
員
】

え
て
吉
本
新
喜
劇
観
劇
会
を
実

施
し
ま
し
た
。

　
四
十
名
募
集
が
五
十
七
名
の

応
募
が
あ
り
、
結
局
四
十
八
名

が
参
加
し
、
外
れ
た
人
に
は
、

今
回
は
辞
退
し
て
い
た
だ
き
、

次
回
の
参
加
を
お
願
い
致
し
ま

瑞
穂
支
部
／
大
阪
吉
本
新
喜
劇
の
旅

腹
か
ら
笑
い
ま
し
た

大
勢
の
方
で
賑
わ
っ
て
い
ま
す

本場のなんばグランド花月

　
十
月
二
十
三
日
（
日
）
支

部
レ
ク
が
行
わ
れ
、
組
合
員

と
そ
の
家
族
七
十
七
名
が
参

加
し
ま
し
た
。

　
小
牧
市
役
所
駐
車
場
に
集

合
し
、
全
員
が
そ
ろ
っ
て
穂
高

に
向
け
出
発
で
す
。

　
名
神
、
東
海
北
陸
道
を
走
り
、

高
山
に
着
く
こ
ろ
に
は
雨
も
あ

が
り
気
分
も
爽
快
、
平
湯
温
泉

に
到
着
し
ま
し
た
。

　
飛
騨
牛
し
ゃ
ぶ
し
ゃ
ぶ
の
昼

食
で
は
、
「
少
し
も
の
た
り
な

い
」
「
私
に
は
ち
ょ
う
ど
よ
い
」

と
、
お
腹
も
満
た
さ
れ
た
ご
婦

人
た
ち
の
会
話
も
弾
ん
で
い
ま

し
た
。

　
そ
の
後
、
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
乗

り
場
へ
向
か
い
、
二
つ
の
ロ
ー

プ
ウ
ェ
イ
を
乗
り
継
い
で
二
千

二
百
ｍ
の
西
穂
高
口
へ
と
。

　
眼
下
に
広
が
る
鮮
や
か
な
紅

葉
と
山
岳
景
観
に
う
っ
と
り
す

る
方
々
。
「
き
れ
い
」
を
連
発

し
て
ま
し
た
。

　
大
迫
力
の
パ
ノ
ラ
マ
を
楽
し

ん
だ
後
は
、
高
山
市
内
で
高
山

ラ
ー
メ
ン
等
の
み
や
げ
も
の
を

買
い
求
め
、
道
の
駅
な
ど
で
、

休
憩
を
と
り
な
が
ら
無
事
帰
る

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　
　
　
　
【
木
賀
恵
一
通
信
員
】

美
味
し
い
飛
騨
牛

色鮮やかな紅葉

小
牧
支
部
／
新
穂
高
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
・
飛
騨
牛
の
旅

眼
下
に
広
が
る
鮮
や
か
な
紅
葉

た
。
　
前
日
も
雨
、
当
日
も
パ
ラ
パ

ラ
と
雨
が
降
っ
て
お
り
、
大
丈

夫
か
な
？
と
思
っ
て
い
る
と
、

現
地
近
く
に
近
付
く
に
つ
れ
、

天
気
も
回
復
し
て
ゆ
き
ま
し

た
。
　

　
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
は
初
め
て

の
人
で
も
気
軽
に
出
来
る
の

で
、
参
加
さ
れ
た
方
々
は
八
ホ

は
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
の
結
果
も

出
て
い
ま
し
た
。

　
入
賞
者
は
健
康
グ
ッ
ズ
な
ど

の
賞
品
を
頂
き
、
嬉
し
そ
う
に

し
て
み
え
ま
し
た
。

　
と
て
も
楽
し
い
一
日
を
過
ご

せ
ま
し
た
。
世
話
役
の
役
員
の

皆
様
に
と
て
も
感
謝
で
す
。

　
　
　
　
　
【
都
築
珠
美
　
記
】

ー
ル
を
二
回
、
計
一
時
間
半
の

プ
レ
ー
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　
そ
の
後
は
、
グ
ラ
ン
ド
の
隣

に
あ
る
竹
島
水
族
館
へ
行
き
、

淡
水
魚
や
深
海
生
物
に
触
る
事

が
出
来
る
タ
ッ
チ
プ
ー
ル
な

ど
、
珍
し
い
魚
な
ど
を
見
る
事

が
出
来
ま
し
た
。

　
昼
食
は
三
谷
温
泉
松
風
園
に

て
頂
き
、
昼
食
が
終
わ
る
頃
に

そ
れ
ー

　
十
月
二
十

三
日
（
日
）

海
部
支
部
で

は
、
健
康
体

力
づ
く
り
の

一
環
で
、
蒲

郡
の
芝
生
広

場
で
グ
ラ
ン

ド
ゴ
ル
フ
を

行

い

ま

し

美
味
し
そ
う
な
食
事
で
す

ナイスショット

海部支部／
グランドゴルフ大会



　
愛
知
労
働
局
の
登
録
教
習
機

関
で
あ
る
「
全
愛
知
建
設
技
術

講
習
セ
ン
タ
ー
」
で
は
、
次
の

と
お
り
鉄
骨
の
組
立
て
等
作
業

主
任
者
技
能
講
習
を
開
催
い
た

し
ま
す
。

　
受
講
を
ご
希
望
の
方
は
、
ぜ

ひ
、
こ
の
機
会
に
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

（
組
合
員
外
で
も
、
受
講
で
き

ま
す
）

◎
鉄
骨
の
組
立
て
等
　
　
　

　
作
業
主
任
者
技
能
講
習
会

　
（
登
録
番
号
 第
１
２
９
９
号
）

■
日
程
　
十
二
月
十
五
日
（
木
）

　
　
　
　
　
   　
～
十
六
日
（
金
）

■
会
場
　
全
建
愛
知
会
館

■
受
講
料

　
一
万
円

　
（
テ
キ
ス
ト
・
昼
食
代
含
）
　

　
一
部
講
習
免
除
者
に
つ
い
て

　
は
八
千
円
。

■
資
格
　

　
①
十
八
歳
以
上
で
、
鉄
骨
の

　
　
組
立
て
又
は
解
体
に
関
す

　
　
る
作
業
に
、
三
年
以
上
従

　
　
事
し
た
経
験
を
有
す
る
者
。

　
②
学
校
教
育
法
に
よ
る
大
学
、

　
　
高
等
専
門
学
校
、
高
等
学

　
　
校
に
お
い
て
土
木
又
は
建

　
　
築
に
関
す
る
学
科
を
専
攻

　
　
し
卒
業
し
た
者
で
、
そ
の

　
　
後
二
年
以
上
鉄
骨
の
組
立

　
　
て
等
に
関
す
る
作
業
に
従

　
　
事
し
た
経
験
を
有
す
る
者
。

　
※
あ
る
一
定
の
条
件
を
満
た

　
　
す
受
講
者
に
つ
い
て
は
、

　
　
一
部
の
講
習
が
免
除
さ
れ
ま
す
。

■
〆
切
　
十
二
月
七
日
（
水
）

■
定
員
　
五
十
名

　
　
　
　
（
定
員
満
了
次
第
〆
切
）

■
備
考

　
①
こ
の
講
習
は
、
二
日
間
受

鉄
骨
の
組
立
て
等

受講者募集

作
業
主
任
者
技
能
講
習
会

　
「
増
改
築
相
談
員
新
規
研
修

会
」
を
開
催
し
ま
す
。

　
こ
の
機
会
に
、
ぜ
ひ
、
お
申

込
み
く
だ
さ
い
。

■
日
時
　
一
月
二
十
一
日
（
土
）

　
　
     　
 ～
 二
十
二
日
（
日
）

　
午
前
九
時
三
十
分
～
午
後
三
時

　
午
前
九
時
十
五
分
よ
り
受
付

■
会
場
　
全
建
愛
知
会
館

■
研
修
内
容
・
増
改
築
相
談
員
 

　
の
基
礎
知
識
・
介
護
保
険
に

　
お
け
る
住
宅
改
修
・
融
資
、

　
住
宅
の
税
金
・
住
宅
の
点
検

　
と
補
修
・
考
査
等

■
受
講
資
格
　
住
宅
の
新
築
又

　
は
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
に
関
し
十

　
年
以
上
の
実
務
経
験
を
有
す
る
方

■
会
費
　

　
組
合
員
　
　
二
万
八
千
円
　

　
組
合
員
外
　
三
万
五
千
円
　

　
※
テ
キ
ス
ト
・
登
録
料
・
昼
食
込

■
〆
切
　
十
二
月
二
十
六
日
（
月
）

■
申
込
・
問
合
　
住
宅
対
策
部

　
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

増
改
築
相
談
員
新
規
研
修
会

も
う
一
つ
資
格
を
増
や
そ
う

住宅対策部

　主婦の
会は、10
月17日
（月）三重
県伊賀上
野に日帰
り見学会
を開催し
ました。
　参加者

78名はバス２台に乗り、まず伊賀の里モク
モク手づくりファームに到着です。
　俳諧師の松尾芭蕉から「ごーひちご米」
と名付けたお米を使った米粉パン作りを体
験しました。
　日頃のうっぷんを晴らすように50回ほ
どたたきつけると弾力ある生地の出来上が
りです。
　黒ゴマや蒸した、さいの目のサツマイモ
をトッピングしてブタやパンダパンにしま
した。
　野外のミニブタステージでは、滑り台や
おすわりをする可愛いブタの芸に癒されま
した。
　その後、ハムやウインナーなど多種類の食
材のランチバイキングに、お腹もいっぱい。
　バスガイドさんの「バスが重たいって言
っていますよ」の言葉に、みんな大笑いし
ながら、伊賀流忍者博物館に行きました。
　忍者屋敷での「しかけからくり」や真剣
でのワラ切り、くノ一と忍者のショーも楽
しくピースサインで決めた忍者は、まるで
吉本新喜劇のようでした。
　秋の夕闇に包まれた金山に着いたのが午
後６時半。
　手作りパンのおみやげに帰途に着きまし
たが、秋の楽しい思い出が出来ました。
　　　　　　　　　　　【位田仁美通信員】

襖
鴬

横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横

税
金
学
習
デ
ー

　
年
度
末
に
向
け
て
源
泉
徴
収

・
年
末
調
整
の
仕
方
や
所
得
税
・

消
費
税
申
告
の
仕
方
な
ど
を
開

催
し
ま
す
。

　
税
金
や
記
帳
に
つ
い
て
不
安

や
疑
問
を
お
持
ち
の
方
は
、
二

月
開
催
の
全
建
愛
知
税
金
申
告

学
習
会
の
前
に
必
ず
ご
参
加
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
今
回
も
よ
り

多
く
の
方
に
参
加
し
て
い
た
だ

く
た
め
に
、
十
二
・
一
月
開
催

の
全
建
愛
知
会
館
の
ほ
か
各
出

先
事
務
所
で
も
開
催
し
ま
す
。

※
税
金
学
習
（
相
談
）
デ
ー
は

　
個
別
に
行
い
ま
す
の
で
、
希

　
望
時
間
と
相
談
内
容
を
組
合

　
に
電
話
予
約
の
上
お
越
し
く

　
だ
さ
い
。（
一
組
・
一
時
間
程
）

【
春
日
井
事
務
所
】

■
日
程
　
十
二
月
七
 日
（
水
）

【
岡
崎
事
務
所
】

■
日
程
　
十
二
月
十
二
日
（
月
）

【
豊
橋
事
務
所
】

■
日
程
　
十
二
月
十
四
日
（
水
）

【
全
建
愛
知
会
館
】

■
日
程
　
十
二
月
十
八
日
（
日
）

　
　
　
　
   一
月
十
五
日
（
日
）

年
末
調
整
講
習
会

■
日
程
　
一
月
十
二
日
（
木
）

■
時
間
　
午
前
十
時
～

■
会
場
　
全
建
愛
知
会
館

■
定
員
　
三
十
名

■
持
物
　
筆
記
用
具
・
電
卓

※
年
末
調
整
講
習
会
で
は
、
組
合
で

　
用
意
し
た
例
題
に
沿
っ
て
源
泉

　
徴
収
・
年
末
調
整
の
仕
方
か
ら
、

　
税
務
署
や
市
町
村
へ
の
提
出
書

　
類
作
成
ま
で
の
一
通
り
の
実
務

消
費
税
講
習
会
の
ご
案
内

節
税
の
た
め
賢
い
納
税
者
に
な
り
ま
し
ょ
う

消費税

　
全
建
愛
知
お
よ
び
四
団
体
で

運
営
す
る
愛
知
建
設
団
体
協
議

会
（
建
団
協
）
は
、
次
の
通
り

講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

　
ぜ
ひ
、
ご
受
講
く
だ
さ
い
。

耐
震
診
断
実
務
者
講
習
会

　
   　
　
　
　
　
　
　
①
②

①
日
時
　
十
二
月
四
日
（
日
）

　
　
午
前
十
時
～
午
後
五
時

②
日
時
　

　
十
二
月
十
一
日

　
　
　
　
　
（
日
）

　
　
午
前
十
時
～

　
　
講
し
、
規
定
の
成
績
を
得

　
　
た
者
に
技
能
講
習
修
了
証

　
　
が
交
付
さ
れ
ま
す
。

　
②
申
込
者
が
少
数
の
場
合
、

　
　
開
催
を
中
止
す
る
こ
と
も

　
　
あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く

　
　
だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
合

　
組
合
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
事
務
局
ま
で

　
お
電
話
く
だ
さ
い
。

手作りパン焼き上がりました
モクモクファーム・忍者博物館

主婦の会

　
　
　
　
　
　
　
午
後
五
時

■
会
場
　
（
職
）
愛
知
県
建
設
セ
ン
タ
ー

■
受
講
料

　
一
千
円

■
講
義
内
容

　
・
木
造
住
宅
の
耐
震
診
断
・

　
　
改
修
の
概
要
、
耐
震
診
断

　
　
ソ
フ
ト
の
使
用
方
法
と
実
践

■
申
込
・
問
合
　
住
宅
対
策
部

　
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
手
続
き
を
指
導
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご

　
参
加
く
だ
さ
い
。

※
申
込
・
問
合
　
税
金
対
策
部

　
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

受
講
者
募
集
中

各
種
講
習
会
開
催

建団協

　住宅エコポイントを盛り込んだ平成23年度第3
次補正予算が11月21日に成立、住宅エコポイント
の再開が決定しました。
　今回再開される住宅エコポイントの名称は「復興
支援・住宅エコポイント」となり、被災地復興支援
を目的の柱にしています。したがって、被災地支援
の観点から現行の住宅エコポイントから制度の変更
が行われました。主な変更点は次の通りです。

再開と現行制度との変更点
住宅エコポイント

①エコ新築のポイントは被災地は30万ポイント、　
　被災地以外は15万ポイント。
　注…工事された住宅が所在する自治体で判断されます。
②エコリフォームのポイント加算の対象として、耐
　震改修工事（加算ポイントは15万ポイント）、リ
　フォーム瑕疵保険加入（加算ポイントは1万ポイ
　ント）が新たに追加。
　注…耐震改修工事については、自治体の耐震改修
　　　助成制度との併用は可能。
③エコリフォームのポイント数の上限は現行の住宅
　エコポイントと再開される復興支援・住宅エコポ
　イントを通算した30万ポイント。
④ポイント交換ではポイントの半分以上を被災地支
　援（被災地の産品・製品、被災地の商品券等）と交換。
　※全国型の商品券・プリペイドカード、被災地以
　　外の地域産品・商品券への交換は行えません。
⑤ポイント交換ではポイントの半分以上を被災地支
　援（被災地の産品・製品、被災地の商品券等）と
　の交換となるため、即時交換で利用できるポイン
　トはポイントの半分未満。
⑥工事対象期間は、新築平成23年10月21日（第３
　次補正予算案閣議決定日）～平成24年10月31
　日、リフォーム平成23年11月21日～平成24年
　10月31日。
　注…現行の住宅エコポイントは、新築・リフォー
　　　ムともに7月末までに着手・着工した工事に
　　　ついてポイント対象となっており、復興支援・
　　　住宅エコポイントの工事対象期間との間に空
　　　白期間が生じるが、この期間はポイント対象外。
⑦申請書類も現行の住宅エコポイントと復興支援・
　住宅エコポイントで様式が異なる。

問合　総務課、資格・税務課までご連絡ください。

襖
鴬
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横
横
横
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横
横
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横
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横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
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横
横
横
横
横
横
横
横

襖 鴬横横横横横横横横横横横横横横横横横横横

　10月27日（木）
にシニア倶楽部
は、47名（書記局
員２名含）の会員
及び家族の参加を
得て、研修旅行を
行い定刻に少し遅
れて快晴の天気の
金山を出発し、敦
賀の「金ヶ崎宮」
に到着しました。
　金ヶ崎宮で宮司さんより、当宮の由緒や御神体
や神事のお話を拝聴し、参道をしばらく歩き若狭
湾を一望できる展望台にて、湾の景色を満喫しま
した。
　その後、美浜へ行き「千鳥苑」にて松茸づくし
の昼食を味わい、買物をしたり足湯を楽しみまし
た。
　次に「高速増殖原型炉・もんじゅ」へ行き、ガ
イドさんより「もんじゅ」のしくみや増殖炉の説
明、そして原子炉の燃料となるプルトニウムが核
分裂をして発生した熱を取り出すだけではなく
て、「増殖」とより有効な性能を引き出すために
ナトリウムを使用している。との説明がありまし
たが、学校の化学のように原子の結合や分解の話
が多くて、一度聞いただけでは理解が出来ない事
柄もありましたが、福島の原子力発電所の事故が
あったばかりでもあって、全員が真剣に聞いてい
ました。
　国の重要な施設なので、個人では見学などは不
可能な施設を、今回はガイドさんに説明までして
もらい、有意義な時間を過ごすことが出来ました。
　もんじゅの見学を終わり、次は長浜へ行き、
NHKの大河ドラマで使用された品物などが展示
されている「歴史ドラマ50作館」を見学し、「黒
壁の街並」を散策しました。
　車中で午前中は、東日本大震災の被災地へ全建
総連の大勢の仲間達がボランティアで被災した家
屋の修理を行うビデオを見て、午後には「森和尚」
の法話のビデオにて研修を行いました。

有意義な１日を過ごしました
もんじゅ・金ヶ崎宮・ドラマ館ツアー

シニア倶楽部

熱心に説明を聞く参加者

力
い
っ
ぱ
い
こ
ね
て
い
ま
す
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。
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。
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。
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。
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催
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。
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。
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ま
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ん
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組合まで　
世
界
の
読
み
書
き
の
で
き
な
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人
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が
、
学
ぶ
た
め
の
教
育
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作
り
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応
援
す
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「
世
界
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子
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動
」
書
き
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じ
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キ
キ
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ペ
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で
は
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書
き

損
じ
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ガ
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集
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国

際
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て
い
ま
す
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ぜ
ひ
、
一
枚
で
も
多
く
の
書

き
損
じ
ハ
ガ
キ
を
組
合
へ
お
寄

せ
く
だ
さ
い
。

■
回
収
　
年
間
通
じ
実
施
。
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ま
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送
り
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だ
さ
い
。

■
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考
　
こ
ん
な
ハ
ガ
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役

　
立
ち
ま
す
。

　
・
書
き
間
違
え
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ど

皆さん、遊びに来てね
ふれあい餅つき大会開催

昨
年
の
ふ
れ
あ
い
餅
つ
き
大
会
の
様
子

　毎年恒例の
「ふれあい餅つ
き大会」を開催
します。
　全建愛知が地
域の一員とし
て、住民の方々
に親しんでいた
だけるよう、ま
た組合員の皆さ

　　　　　　【物品のお願い】
　慈善バザーの収益金は、年末助け合い運動
に寄付させていただきます。
　より多くの寄付ができますよう、食品以外
の物品の提供をお願いいたします。
問合　各支部主婦の会幹事または、組合の
　　　久田・三好までご連絡ください。

組
織
部

揮
机

寄
寄
寄
寄
寄
寄
寄
寄
寄
寄
寄
寄
寄
寄
寄
寄
寄
寄
寄
寄
寄
寄
寄
寄
寄
寄
寄
寄
寄
寄
寄

揮 机寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄

んにより身近な存在に感じていただけるよう
に、「餅つき・スパーボールすくい・フラン
クフルト・チョコいちご・射的・アニメ映画
上映会・慈善バザー・豚汁無料サービス・小
物作り教室」など、たくさんの楽しい催しを
企画しています。
　皆さん、ぜひ全建愛知に遊びに来てくださ
い。お待ちしています。

■日時　12月11日（日）午前10時～午後２時
■会場　全建愛知会館
■会費　無料
■備考　雨天決行　

WWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeelllllllllllllllllllllcccccccccccccccccccccooooooooooooooooooooommmmmmmmmmmmmmmmmmmmmeeeeeeeeeeeeeeeeeeeee青青青青青青青青青青青青青青青青青青青青青年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年Welcome青年部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部

　僕は、塗装業をしてい
ます。
　塗装業を始めたきっか
けは、友達が先に働いて
いて軽い気持ちで一緒に
働いたのですが、それか
ら20年近く、ずっと塗装
業をしています。
　塗装業と言ってもマン
ションや、ビル・大きい
建物から・民家や・店舗
など色々あり、毎回、異

 会計  

 荻上 　 高利 
オギウエ タカトシ

　みなさん。こんにちは！中支部青年部長の
荻上です。Welcome青年部、２度目の登場に
なります。　
　今回は、僕の仕事の話をしたいと思います。　

「青年部幹事青年部幹事ささんご挨ん ご挨拶拶」」

40歳以下の組合員は全員青年部員です

なる材料や色を使い仕事をしています。長くこの仕事を続けて
いますが、毎日が勉強の連続で、まだまだ修行しないとダメだ
なと思います。こんな感じで毎日、がんばっています！
　最後に、組合で支部レクなど行事をやっています！ぜひ気軽
に参加してみて下さい。意外と楽しいですよ！
　　　　　　　　　　　　　　　　　　【荻上高利　会計　記】

（塗装工）

外構の塗装工事をする荻上会計

豊
橋
支
部
主
婦
の
会
／
ね
こ
ブ
ロ
ー
チ

　
作
り
と
ラ
ン
チ
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う

■
日
時
　
一
月
二
十
八
日
（
土
）

　
集
合
午
前
十
時
、
終
了
二
時
頃

■
会
場
　
福
岡
校
区
市
民
館

■
会
費
　
無
料

■
定
員
　
二
十
名
（
先
着
順
）

■
〆
切
　
十
二
月
二
十
日

■
備
考
　
持
物
は
一
切
あ
り
ま
せ
ん
。

可

　
愛
い
布
ブ
ロ
ー
チ
を
楽
し
く
作
り
ま
し
ょ
う
。

■
申
込
・
問
合
　
野
村

　
℡
０
９
０
―
５
０
３
５
―
７
０
１
７

　
℡
・
胃
０
５
３
2
―
６
２
―
1
9
8
0

　
組
合
で
は
、
「
使
用
済
み
切

手
」
も
お
受
け
し
て
い
ま
す
。

　
皆
さ
ん
か
ら
、
お
寄
せ
い
た

だ
い
た
「
使
用
済
み
切
手
」
は
、

善
意
銀
行
へ
寄
付
さ
せ
て
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。
　
ぜ
ひ
、
組
合

ま
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

■
回
収
　
年
間
通
じ
実
施
。
組

　
合
ま
で
お
送
り
く
だ
さ
い
。

使
用
済
み
切
手
回
収



◎
ギ
ン
ナ
ン
の
季
節
だ
よ
！

　
『
我
が
家
の
前
の
街
路
樹
の

イ
チ
ョ
ウ
の
木
に
ギ
ン
ナ
ン
が

な
り
ま
し
た
。
毎
年
恒
例
で
拾

っ
て
食
べ
て
い
ま
す
』

　
　
【
南
区
／
浅
野
清
三
さ
ん
】

※
茶
碗
蒸
し
や
焼
い
て
も
美
味
し
い
で
す
ね
。

◎
真
っ
赤
に
染
ま
っ
た
木
々
！

　
『
秋
も
少
し
ず
つ
深
ま
り
、
今

年
こ
そ
は
紅
葉
を
見
に
行
き
た

い
で
す
』

【
春
日
井
市
／
服
部
絹
代
さ
ん
】

※
色
鮮
や
か
で
素
敵
で
す
ね
。

◎
温
か
く
っ
て
美
味
し
い
！

　
『
朝
晩
、
冷
え
て
き
ま
し
た

ね
。
寒
く
な
っ
て
く
る
と
具
だ

く
さ
ん
の
お
み
そ
汁
が
、
我
が

家
の
定
番
に
な
り
ま
す
。
温
か

い
お
み
そ
汁
を
食
べ
て
、
家
族

が
風
邪
を
ひ
か
な
い
よ
う
に
、

今
年
も
作
り
ま
す
』

　
【
津
島
市
／
浜
田
弥
生
さ
ん
】

※
美
味
し
そ
う
。芯
か
ら
温
ま
り
ま
す
ね
。

◎
ぽ
か
ぽ
か
布
団
！

　
『
寒
く
な
っ
て
来
た
か
ら
、
朝

布
団
か
ら
出
ら
れ
な
く
な
っ
て

来
ま
し
た
』

　
【
犬
山
市
／
小
川
逸
子
さ
ん
】

※
外
は
寒
い
か
ら
な
か
な
か
出
ら
れ
な
い
で
す
よ
ね
。

◎
健
康
が
一
番
！

　
『
私
は
、
十
月
一
日
に
腰
椎
圧

迫
骨
折
を
し
ま
し
た
。
一
日
中
、

家
の
中
で
安
静
に
し
て
い
ま

す
。
家
事
も
で
き
ま
せ
ん
。
寝
て

い
る
だ
け
。
今
ま
で
は
二
・
三
日

ゆ
っ
く
り
し
た
い
と
思
い
ま
し

た
が
、こ
ん
な
体
に
な
っ
て
、
初

め
て
普
通
に
毎
日
過
ご
す
事
の

幸
せ
に
気
付
き
ま
し
た
』

【
春
日
井
市
／
尾
上
す
み
子
さ
ん
】

※
健
康
で
あ
る
こ
と
の
あ
り
が
た
さ
を
感
じ
ま
す
ね
。

◎
元
気
で
過
ご
せ
て
る
事
に
感
謝
！

　
『
最
近
、
色
ん
な
出
来
事
が
身

近
で
起
き
て
い
る
中
、
自
分
自

身
も
自
分
の
不
注
意
で
危
険
な

思
い
を
し
ま
し
た
。
運
良
く
元

気
で
今
を
過
ご
せ
て
い
る
事
に

心
か
ら
感
謝
す
る
、
今
日
こ
の

頃
で
す
。
ご
先
祖
様
に
守
ら
れ

て
い
る
、
自
分
に
気
付
か
さ
れ

た
思
い
で
す
』

【
豊
橋
市
／
野
村
く
に
子
さ
ん
】

※
不
自
由
な
く
過
ご
せ
て
い
る
日
々
に
感
謝
。

　
さ
ぁ
、
皆
さ
ん
挑
戦
し
て
み

ま
し
ょ
う
。

　
正
解
者
の
中
か
ら
、
抽
選
で

二
十
名
様
に
図
書
カ
ー
ド
を
プ

レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

　
皆
さ
ん
の
ご
応
募
ド
シ
ド
シ

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

⑰
荷
物
を
上
げ
下
げ
し
ま
す

⑱
新
し
い
映
画
を
上
映
す
る

⑳
…
…
に
は
汗
を
出
す
穴
あ
り

嬰
ご
飯
で
す

■
応
募
方
法
　

①
問
題
の
答
え
②
〒
・
住
所
・

℡
③
氏
名
④
年
齢
⑤
組
合
員

と
の
続
柄
（
本
人
・
妻
・
子

等
）
⑥
皆
さ
ん
の
周
り
で
起

き
た
近
況
報
告
を
書
い
て
、

十
二
月
九
日
ま
で
に
組
合
の

教
宣
部
へ
、
ハ
ガ
キ
ま
た
は

胃
で
送
っ
て
く
だ
さ
い
。

■
先
月
号
の
答
え

　
モ
ミ
ジ
ガ
リ

■
当
選
者

　
荻
原
康
子
さ
ん
他
十
九
名

■
一
月
号
の
原
稿
締
切

　
十
二
月
五
日
（
月
）

【
ヨ
コ
の
カ
ギ

【
ヨ
コ
の
カ
ギ
】】

①
階
段
を
降
り
て
…
…
で
買
い

　
物
を
す
る

④
冷
た
い
風
で
す
ね

⑥
だ
い
た
い
、
お
よ
そ

⑦
花
鳥
…
…
月

⑩
乳
幼
児
を
育
て
る
こ
と

⑫
窓
を
閉
め
た
は
ず
な
の
に
、

　
何
だ
か
ス
ー
ス
ー
す
る

⑭
母
は
…
…
な
の
で
、
い
つ
も

　
着
物
を
着
て
い
る

⑯
無
理
に
連
れ
て
行
く
こ
と

⑰
贈
物
の
箱
な
ど
に
つ
け
て
飾

　
り
に
す
る

【
タ
テ
の
カ
ギ

【
タ
テ
の
カ
ギ
】】

⑱
今
日
は
ひ
ど
い
暴
…
…
だ

⑲
音
楽
の
旋
律

⑳
い
い
ア
イ
デ
ア
を
思
い
つ
い
た

影
仲
の
よ
い
お
し
ど
り
…
…

映
…
…
分
別
あ
る
行
動

①
絶
好
の
…
…

②
そ
の
廃
棄
物
が
問
題
に
な
っ

　
て
い
ま
す

③
…
…
堂
々

④
サ
ッ
カ
ー
は
…
オ
フ
で
試
合
開
始

⑤
「
…
…
又
三
郎
」（
宮
沢
賢
治
）

⑧
無
…
…
大
食

⑨
内
職
の
…
…
は
安
い
わ
ね

⑪
自
分
自
身

⑬
実
力
者
ぞ
ろ
い
。「
…
…
の
ご

　
と
く
な
ら
ぶ
」
と
い
う

⑮
…
…
計
で
風
向
き
が
分
か
る

【
編
集
後
記
】
機
関
紙
コ

ン
ク
ー
ル
が
間
近
に
あ
る

の
で
、
特
に
力
が
入
っ
て

編
集
作
業
を
し
ま
し
た
。

ど
ん
な
評
価
を
い
た
だ
け

る
か
楽
し
み
で
す
。

【
に
ん
じ
ん
】
俊
介
・
優

希
か
ら
高
価
な
ク
リ
ス
マ

ス
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
せ
が
ま

れ
て
い
ま
す
。
パ
パ
痛
い

出
費
で
す
。
パ
パ
に
も
サ

ン
タ
さ
ん
が
来
て
く
れ
た

ら
な
～
さ
く
ら
。

★

★

★

★

★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★

★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★

★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★

★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★

○さ 

◎
う
っ
と
り
！

　
『
お
芝
居
の
券
が
当
選
し
劇

場
へ
行
っ
て
き
ま
し
た
。
時
代

劇
で
し
た
の
で
女
性
の
着
物
が

艶
や
か
で
し
た
。
久
し
ぶ
り
に

目
の
保
養
が
で
き
ま
し
た
』

　
【
中
川
区
／
安
藤
慶
子
さ
ん
】

※
さ
ぞ
素
敵
な
衣
装
だ
っ
た
の
で
す
ね
。

◎
優
雅
な
気
分
を
味
わ
う
！

　
『
新
聞
に
オ
セ
ア
ニ
ッ
ク
（
タ

イ
タ
ニ
ッ
ク
号
か
ら
連
な
る
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
客
船
）
無
料
見
学
と

あ
り
、
一
人
で
も
見
た
い
と
思

い
ま
し
た
が
友
人
も
行
く
こ
と

に
な
り
申
し
込
み
ま
し
た
。
高

価
な
旅
で
世
界
へ
の
船
旅
は
夢

の
ま
た
夢
で
す
が
、
船
内
を
み

て
し
ば
し
優
雅
な
気
分
を
楽
し

み
た
い
で
す
』

　
【
中
川
区
／
堀
田
町
子
さ
ん
】

※
憧
れ
ま
す
ね
リ
ッ
チ
な
船
旅
。

◎
超
～
お
得
で
す
よ
！

　
『
蒲
郡
の
三
谷
温
泉
の
日
帰

り
温
泉
ク
ー
ポ
ン
を
購
入
し
ま

し
た
。
一
年
有
効
で
五
回
入
っ

て
小
学
生
以
下
同
伴
で
無
料
。

こ
れ
で
二
千
円
、
超
お
得
』

　
【
豊
橋
市
／
岡
田
秀
子
さ
ん
】

※
い
～
話
で
す
ね
。私
も
買
お
う
か
な
。

◎
書
道
を
志
す
！

　
『
パ
ソ
コ
ン
ば
か
り
で
字
を

書
く
こ
と
か
ら
離
れ
つ
つ
あ
る

今
、
改
め
て
習
字
を
始
め
て
み

ま
し
た
。
筆
の
優
し
い
書
き
味

が
心
を
落
ち
着
か
せ
て
く
れ
る

こ
と
を
、こ
の
歳
に
な
っ
て
し

み
じ
み
感
じ
ま
す
。
文
化
・
芸
術

の
秋
を
自
分
磨
き
の
時
間
と
し

て
使
い
た
い
で
す
』

【
豊
田
市
／
村
松
ひ
と
美
さ
ん
】

※
素
晴
し
い
。き
っ
と
年
賀
状
も
習
字
に
挑
戦
か
な
。

◎
お
い
し
い
お
米
！

　
『
お
い
し
い
新
米
を
食
べ
ま

し
た
。
田
舎
か
ら
送
っ
て
く
れ

た
お
米
で
、
掛
け
干
し
（
天
日
干

し
）
な
の
で
甘
く
な
る
そ
う
で

す
。
な
に
よ
り
八
十
歳
過
ぎ
て

も
頑
張
っ
て
作
っ
て
く
れ
た
愛

情
も
た
っ
ぷ
り
入
っ
て
い
る
か

ら
で
し
ょ
う
ね
。い
つ
ま
で
も

元
気
に
、
と
願
い
つ
つ
両
親
と

お
日
様
に
感
謝
感
謝
で
す
』

　
【
武
豊
町
／
青
山
秀
子
さ
ん
】

※
こ
れ
か
ら
も
お
い
し
い
お
米
食
べ
た
い
で
す
ね
。

◎
自
転
車
こ
い
で
節
約
！

　
『
天
気
が
い
い
の
で
、
ち
ょ
っ

と
遠
い
け
ど
買
い
物
は
自
転
車

で
行
っ
て
ま
す
。
自
分
の
運
動
・

ガ
ソ
リ
ン
代
節
約
で
、
一
石
二

鳥
！
』

【
各
務
原
市
／
亀
山
多
賀
子
さ
ん
】

※
健
康
・
節
約
・
エ
コ
の
た
め
、自
転
車
は
い
い
も
の
で
す
ね
。

◎
必
勝
・
合
格
！

　
『
今
年
は
長
男
の
大
学
受
験
。

無
事
、
志
望
校
に
合
格
で
き
る

事
を
祈
っ
て
お
り
ま
す
』

　
　
【
犬
山
市
／
大
門
理
さ
ん
】

※
サ
ク
ラ
咲
く
。絶
対
、満
開
に
咲
く
。

◎
二
〇
一
一
年
を
振
り
返
っ
て
！

　
『
震
災
に
洪
水
。
世
界
の
終
焉

を
思
わ
せ
る
よ
う
な
災
害
に
み

ま
わ
れ
た
二
〇
一
一
年
が
、
も

う
す
ぐ
終
わ
る
。
大
自
然
の
前

に
、
人
間
の
無
力
さ
を
感
じ
た

が
、
ど
ん
底
か
ら
何
度
も
は
い

上
が
っ
て
き
た
人
類
の
歴
史
を

思
い
、
自
分
の
で
き
る
事
か
ら

頑
張
り
た
い
』

【
豊
橋
市
／
小
野
あ
つ
子
さ
ん
】

※
新
た
な
年
は
世
界
中
の
皆
が
幸
せ
で
あ
る
よ
う
に
。
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共済福祉部 ご案内

年金共済「まごころ」
老後の生活安定を図るため

　年金共済「まごころ」は全建総連が実
施する拠出型企業年金保険です。
　相互扶助の精神に基づき、公的年金の補完、
組合員さんの老後の生活安定を図ることを目
的とした、貯蓄型の保険です。払込掛金は税
法上、生命保険料控除（一般用）になります。

【まごころの特徴】
①60歳から70歳までの間に年金受取開
　始を選択できます。
②年金の種類は６種類。受取時に選択し
　ていただきます。（一時金として受取ることも可能です）
③掛金とは別に年２回、１口10万円単位
　で一時金の積増ができるので、将来の
　受取金額を増やすことができます。ま
　た、加入中に所定の事情が生じた場合、
　積立金の一部を引き出すことができま
　す。（１回あたり20万円以上１万円単位）
【加入対象】
　新規加入は随時受付しています。満18歳
以上満67歳以下までの組合員さんとその同
居のご家族で、定年までの予定加入年数が満
３年以上の方です。１口５千円、最高20口
（10万円）まで掛けていただけます。今回、
次の期間で一時払積増の受付をいたします。
【一時払積増期間】
平成23年12月10日～平成24年３月10日
※期間中に１回積増ができます。

　老後のゆとりを育てるには計画的に積
立ていくことが大切になります。
　新規加入・一時払積増、その他詳しくは、年
金共済課／三好までお問い合わせください。
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　来年度は、労災保険料の見直しに

より保険料が変更になる可能性があ

ります。　

　しかし、政府より、新しい労災保

険料がいつ発表されるか定かであり

ません。

　そのため、毎年、１月初旬にお送

りしております「一人親方労災保険

更新案内」の発送時期が遅れる可能

性があります。ご了承ください。

※例年、一人親方労災保険料の自動

　引落を２月27日にさせていただ

　いておりましたが、上記理由によ

　り、１ヵ月遅く自動引落をさせて

　いただく可能性があります。

　加入者の皆様には、ご迷惑をお掛

　けしますが、何卒よろしくお願い

　いたします。

問合　労働保険課までご連絡くださ

　　　い。

労働保険課 ご案内

更新案内の発送が遅れる場合がありま更新案内の発送が遅れる場合がありますす
一人親方労災保険加入者の皆様一人親方労災保険加入者の皆様へへ


